
Ex_istenceofAnoII監lousGreensFunction

inSelf-Consistent Theoryofthe

korユdo乱ffeCt｡i

倉 田 泰 幸 (京大基研)

(1∠月 12日受座)

以下に記す ことは,ほぼ 1年産 酌に気付いた ことですが,それが何 を意味 し

ているかは, これか ら記す こと以上には良 くわか りません C ここに事実だけを

嘗 いておき ます｡

Nag･-lkal)は･ S -叫 摘 作動 二対 する 1体 グ ト ン- G抽 ′と,2体 グ

リー ン関数 r_kk'についての連立方程式

O-fk′)rKk′+ 2; (2nk′-1) よ､rke

一 志 ( mkノー S (S + 1 )) 持 2 - 0

∫ ∫

'']'王 k′) (-1抽 ′+ TN 一妄TA4- ㍍ 8kK'
(1)

の低温解 を求めるに鞍 し,範 l式 の S(Js+1)の factor を落 して計算 を遂行

したo (mk B> S(S+日 である転に解 はな -ていた Oこの頗 な近似 は,摂

動論か らみ ると熱 願 二薫く発散 級政 の項 を .systematlC に truncateするこ

とになるか ら,答 を crlticalに変 えることにな りうることは充分予感され

るo 事実,上式を近似 なしに解 いた谷 2)によると,比熟の温 皮依存性 は

Nagaoka のそれ と興 っている O しか しなが ら,Korldo効果に よる異常比熱,

不純物 スピ ンの伝導電子に よる quenchlng を両者 と衝予言 している.特に,

後者 の quまSi- bound stateの存在 を支持する実演 はい くつか出て釆 てい

るoS)それで,Nagao姐 の近似 鵬 には,本屠場 な点 Ll･Y.舶 用 す ことに成功 (?)

したと云 う意味で, もっともらしい根拠 を祷 -,ている橡 にみえる｡ しか も,以

下に述 べ ろ標に, ｢異常｣グ リー ン場数 の存在 を仮定すると Nagaoka の解が
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(壕 く簡単 に)再 び求 まるのであるか ら---O

上式で

I mFkk,k'三 一

J～

- Ilk仲 Ak′

- 宕 A芽 Ak′

と云 う形 の騨 /Jvil, 守actor S(S+1)が無視 できる時存在 す るO

- EkAk + (2nk- 1) p -D
を要求 す ると,tl)式は

了
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となる｡ これは簡単 に磨 け て
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‡3)

こ4)

(5)

を穆 るO解 も5)が も3)を満 た していることは specもral theorem か ら Ak , nk

を計算す る と暮易に わかるO 念 のため にその tneorem を膚 いてお くと,

C･⊂)

I. 巨 2Imki",Gkk'酬 叫 d:D
一････一･･OC

CC

!'仁+4Imrp(w l ii('叫 dtu___0〇

(6)

Nagaloka と伺 じ, quas i - boun d state の形成に よる系のエネルギーの 下がり;
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瓦=･･1Stence o王●Anomalous G･reens Funcもion in Self-Ulcnsisterit
1-TheCIry Of the Rondo Effect ?

■1 . 1

Dexp l-
7{~}~-Y L 2日Ipl

△ 且 (7)

および背挺率等 マ, Nagaoka とま -7た く同 じ結果が出て くるO .iEだ,ここで

((31)で は.嶺の位 竜について,だれが下半面に しか@Uれない機 にな っていること

に注意 したい ｡

この様 に,奨常 グ i)- ン蘭壊か もし存在すれば .Nagaokaの取扱 いで

quasi-bound stateか十捧 グ iJ- ン適敏 の嶺 と して表現 されていることも

魂 ける練 に思われ る ｡ 以上 の1'#実は単 なる偶然 であ ろ うかO
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ld . 記

′j) ここまでを茂橘 したところか ら,上 の収 戒いは -1'akanO-Ogawa

ロ ー Ji)と司じか とい う座間が 出され ました O頭 月fJ)混乱 を避け るために

( "S-a " の聞題 の進展は時 々可逆的 にな りますか ら)付JJuえておき ます と,

上')_)(ll - ･1.71は Nagaoka の取扱 いとま った くJ:)parallelism にな ってい

ます o ltJagaoka と T-1〕の高来が異 なることは 1 ･2年前の r物塵研究｣で

の手先0)JPりと｡および 牽者 ハ Note5)を免れは明かで す U したが って,上記

のものは T- 0 と揮稀が あ りません o

2) これ もまた役場後,注 意され て Abrikosov の論 文 6)に気かつ きまし

たo Abrikosov は expllCitに不純物 ス ピンとi'云導 電子の異常グ リー ン場

数の存在 と,･淳/を仮定 して,負 ,･J､Jに対 してエネル ギ-の下が 刷7摘三出ることを

示 してい ます oこの取扱 いで,ス ピンの quenching と (画 したとであるが)

-254-

監=



倉 田 泰 幸

異 常比熱 を同様に導 き出せ るか否かは興味のあ る問題 である｡

日 2月24日･)
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